




UNHCRの支援対象者数 

2013年 2014年 2015年 2016年 

難民 refugees 

 

1680万人 1950万人 2130万人 2250万人 

国内避難民 IDP 

 

3330万人 3820万人 4080万人 4030万人 

難民申請者 

 applicants 

110万人 180万人 320万人 280万人 

  計 

 

5120万人 5950万人 6530万人 6570万人 

 

 



難民とは 

人種、宗教、国籍、 

政治的意見、 

特定の社会集団に属する    

 

などの理由で、 

自国にいると迫害を受ける恐れがあるために 

他国に逃れた人 



第二次世界大戦後 
 
１９４８年 世界人権宣言 

「すべての人はどの様な理由・条件によっても
差別されずに、基本的人権を持っていること、
迫害から逃れるため、他国に避難することを
求めることや避難する権利を持っていること」 
 
１９５１年 難民の地位に関する条約 
 

１９６７年 難民の地位に関する議定書 





     国名 認定数  （人） 認定率 （%） トータル保護率(%) 

日本    Japan 28 0.3 1.3 
ドイツ  Germany 263,622 41.2 69.3 

米国   USA 20,437 61.7 61.7 

フランス France 24,007 24.7 37.6 

英国     UK 13,554 33.3 37.1 

オーストラリ Australia 6,567 33.8 33.8 

カナダ  Canada 10,226 67.3 67.3 

イタリア Italy 4,798 5.3 39.4 

韓国     Korea 57 1.0 

日本は不認定率９９％以上 

（2016年） 

認定数は異議、再申請、裁判勝訴含む。トータル保護率は認定プラス補完的保護。 



人間の安全保障 

 安全保障を国家の軍備に頼ることは不十分。 

 

 「人間」に着目し、 

 貧困、経済格差、飢饉、環境破壊、難民、人権侵害などを 

 解決する必要がある。 



憲法前文 

 日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支
配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、 

平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安
全と生存を保持しようと決意した。 

われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上か
ら永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉あ
る地位を占めたいと思ふ。 

われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、
平和のうちに生存する権利を有することを確認する。 
 









RAFIQ  
（在日難民との共生ネットワーク） 

•    

•    

         

 

  

NGO  

130  

         

 



RAFIQの「なんみん」支援 
 

難民申請～難民認定 
までの支援 

 

 

RAFIQ事務所「なんみんハウス」を 
緊急用のシェルター（住居）にし、難民認定や 

生活のさまざまな相談に応じています。 
食料支援 

フードバンク
OSAKA 

と連携 

 

その他の 

さまざまな援助 

 

日本の生活支援 

RAFIQ会員 

RAFIQボランテ
ィアなどが同行

支援 

日本語教室 

地域の日本語室 

など 

 

医療支援 

無料低額医療度 

済生会吹田病院
など 

と連携 

生活資金 
難民事業本部の 

給付金につなげる 

（ＲＨＱ） 



ようこそ日本へ！と言える社会へ 


